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20/7/27 更新内容 

• 発熱、咳、息切れや呼吸困難、倦怠感、筋肉や体の痛み、頭痛、味覚や嗅覚の新たな喪

失、のどの痛み、鼻詰まりや鼻水、吐き気やおう吐を含むコロナ関連の症状を追加。 

• 発熱がない状態での自宅隔離期間を72時間から24時間に変更。感染者の感染性があると見

なされる期間を、症状が出る「48時間前」から「2日前」という記載に変更。 

 

このガイダンスでは、障害または深刻な持病をお持ちの方、およびそのご家族や介護者の方を 

対象としています。ロサンゼルス郡でのCOVID-19感染の防止と拡大を減速させるために役立つ 

情報を提供します。 

 

COVID-19に感染した人は、さまざまな症状を示す可能性があります。ほとんど症状がない人、 

風邪やインフルエンザのよう症状がある人や、重症で病院へ行く必要がある人がいます。最悪な

場合、COVID-19感染により死に至る可能性もあります。症状の程度は個人によって異なりますが、

心臓、肺、腎臓の疾患、糖尿病などの慢性疾患や免疫機能の低下を伴う人は、感染すると重症に

なるリスクがより高くなります。また、肺機能に影響を与える障害がある人も、リスクが高まる

可能性があります。 

 

自宅での自身および介護者の保護 

 

感染を防ぐために実行できる手順は以下のものが挙げられます。病気の兆候がある場合は、自宅

での管理を行なってください。介護者は、クライアントまたはその家族と協力し、これらの手順

を実行できます。 

 

1. 何よりもまず、外出しないでください！感染を防ぐ最善の方法は、ウイルスに感染している 

可能性のある人や感染した人がいる可能性のある場所との接触を減らすことです。 

• 外出を避けられない場合は自分と周囲の間を6フィートの距離を守ってください。咳や

くしゃみなどの病気の兆候を示す人から距離を置いてください。このウイルスは、個人

間の濃厚接触を通して拡散すると考えられます。 

• 外出時は、医師から異なる指示があった場合を除き、顔を覆うものを装着してくださ

い。 

• 手指消毒液を携帯し、外出中は頻繁に使用してください。ウイルスが付着している表面

や物に触れた手で自分の口、鼻、目に触ると、COVID-19に感染する可能性が高まりま

す。外出中に表面に触れた場合は、石鹸と水で20秒間手を洗える場所を探しましょう。

それができない場合は、手指消毒液を使用してください。顔は触らないでください。顔

はいつでも洗った手で触るようにしましょう。 

2. 次に、継続的な健康ニーズを満たすために必要なものがすべて揃っていることを確認してくだ

さい。以下は常に必要なものですが、今は特に準備の確認が重要です。 

http://www.publichealth.lacounty.gov/
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• 緊急時の計画があることを確認してください。カリフォルニア州保健福祉局の慢性疾患

や障害のある方向け用紙は、アクセスや機能的ニーズを持つ人のための個人緊急計画よ

りご覧いただけます。この計画は、通常の介護者が病気になったり、介護者が家族の 

世話をするために自宅待機する場合に必要なケアを得るのに役立ちます。また、ウイル

スに感染したり、緊急事態に直面した場合にも役立ちます。常に以下のような最新の 

情報を所持してください。 

 専門家やセラピストを含むすべての医療提供者の連絡先、および医療提供者や 

医療保険会社が提供する緊急医療が必要な時のための24時間年中無休のリンク 

 通常利用する薬局の連絡先 

 食事サービス、ケアコーディネーター、遠隔医療サービスなど、よく利用する 

その他のサービス 

 

• 透析、輸液、血液治療、化学療法センターなどの重要な在宅医療サービスから必要な 

ケアを手配してください。これらのサービスを得るために外出する場合は、なるべく 

ウイルスに晒されずに目的地に到着できるための交通計画を確認してください。公共交

通機関を利用する場合は、忙しい時間帯の外出を避けてください。ロサンゼルスのバス

や電車などの公共機関に関する最新情報は https://t.co/4lV0ZPvKqYで入手できます。

交通支援のための便利なリソースには、郡のアクセスプログラムがあります。

(https://accessla.org/riding_access/overview.html#) 

• 耐久医療機器を適切に管理してください。すべての機器が正常に動作し、製品ガイダン

スの指示に従って使用されていることを確認してください。機器に問題がある場合の連

絡先も確認しましょう。また、非耐久医療機器も十分にあることを確認してください。 

3. 自宅待機中は、介護者以外の人との密接な接触をできる限り制限してください。可能であれ

ば、ご家族からも6フィート離れた安全な距離を保ち、携帯電話、テレビのリモコン、調理器

具、その他の台所用品や家庭用品などの共有を控えましょう。また、ライトスイッチ、ドアノ

ブ、電子機器のドア、および他の人が触れたその他の家庭内の表面には触れないでください。

共有される表面に触れた後は、手を洗うか消毒液を使用してください。 

4. 家の周りや身の回りのケアをする介護者が多数いる場合、介護者が自宅にウイルスを持ち込ま

ないよう特に注意しなければなりません。それは介護者自身も自分の健康に関して注意を払う

ことを意味します。病気の症状がある介護士は自宅待機してください。 

病気の兆候が見られない場合も、介護者は濃厚接触を要する介護をするときは、必ず使い捨て

手袋とマスクを着用してください。両者が接触した表面は清掃消毒するように注意してくださ

い。ラベルの指示に従って、表面に適した家庭用クリーナーとEPA登録済の消毒剤を使用して

ください。ラベルには、手袋着用や使用中の換気についてなど、製品を使用する際の注意事項

を含むクリーニング製品の使用に関する指示が記載されています。ホームクリーニングに関す

るアメリカ疾病予防管理センター (CDC) ガイダンスは、こちらですCDC Disinfecting 

Guidelines。 

http://www.publichealth.lacounty.gov/
https://www.chhs.ca.gov/wp-content/uploads/2019/10/CHHS-Personal-Emergency-Plan.pdf
https://t.co/4lV0ZPvKqYで
https://accessla.org/riding_access/overview.html
https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/prevent-getting-sick/disinfecting-your-home.html
https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/prevent-getting-sick/disinfecting-your-home.html
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5. 自宅に食料が配達されるよう手配し、介護者も買い物をする必要がないようにしてください。

複数の食料品店では配達サービスがあり、普通配達をしない多くのレストランも現在配達サー

ビスを提供しています。60歳以上または身体の不自由な方は、「ミール・オン・ウィール」や

ロサンゼルス郡地域老化対策庁(LA County Aging Services)の食料宅配サービスをご利用でき

ます。 

配達人には自宅の外に商品を置いてもらい、直接顔を合わせないようにしてください。これは

商品の支払いをオンラインで済ませることで簡単にできます。 

食べ物やその他の配達された商品を運ぶ手助けが必要な場合は、配達人が商品を運び込む間 

距離を置くための時間を設け、自宅内にいる間は6フィート離れてください。配達終了後、 

配達人が触れた可能性のある表面を必ず消毒してください。そして訪問を極力短くしてくださ

い。介護者やご家族以外の人間と安全に接触できる時間は最大15分間です。 

 

COVID-19の可能性が高い症状が現れた場合 

COVID-19の症状は、発熱、咳、息切れまたは呼吸困難、悪寒、倦怠感、吐き気やおう吐、下

痢、鼻水や鼻詰まり、筋肉痛、頭痛、喉の痛み、または味覚や嗅覚の新たな喪失のいくつかが

同時に現れることがあります。しかし、これらの症状がすべてとは限りません。 

発熱、咳、息切れ、または医師からCOVID-19の可能性が高いと告げられた場合は、自宅で自己

隔離する必要があります。上記のその他の症状または上記の記載に含まれない心配な症状が現

れた場合は、検査と隔離の必要性について医師に相談してください。軽度の症状の場合、自宅

療養で回復できます。医院へは電話無しには行かないでください。 

COVID-19の在宅ケアのガイドラインはニーズに合わせて遂行してください。標準ガイドライン

は以下の通りです。 

1. 休息をとり、水分補給をし、適切な市販薬で症状の管理をしてください。通常の健康 

ニーズに加え、COVID-19の症状を管理するために重要な他の手順については、医師に 

相談してください。 

2. 一般的に、COVID-19感染者は症状が始まってから少なくとも10日間、および解熱剤を使

用しない状態で熱が下がってから24時間経過し、かつ症状が改善し始めるまで、自宅で

自己隔離（他の人から隔離）する必要があります。ただし、それ以上のリスクを回避す

ることが重要であるため、特に免疫系を著しく弱める疾患がある場合には、より長く自

宅待機を続ける必要があるかもしれません。詳細については、医師に相談してくださ

い。 

3. 在宅中に症状が悪化した場合（例えば、息切れの悪化、胸が締め付けられるような感

覚、精神的混乱など）は、即座に医師に連絡してください。病院で治療を受けることが

http://www.publichealth.lacounty.gov/
https://www.mealsonwheelsamerica.org/signup/find-programs
https://wdacs.lacounty.gov/programs/aaa/
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適切な場合があります。必要であれば、医師、ご家族、または介護者が911に連絡し救

急車の輸送を手配できます。 

4. 呼吸困難、胸の痛みや圧迫感、唇や顔の蒼白、または新たな精神的混乱や起床の困難を

感じた場合は、911番に電話するか、直ちに救急病院へ行ってください。 

スタッフが配置された施設での障害や持病がある方とその介護者 

 

上記の手順はスタッフが配置された施設にも適用されます。介護は物理的距離や慎重な感染管理

を通じてリスクを最小限に抑えるよう設計する必要があります。公衆衛生局では、あらゆる種類

の集団生活プログラムを管理する人々へ向けた詳細な指示を提供しています(DPH Coronavirus 

Information Page)。それらが実行されているか分かるようにガイドラインを把握しましょう。 

 

1. COVID-19感染の可能性がある居住者は他のすべての居住者と距離を置くため、別のバスルーム

が付いた別の部屋で生活するようにしてください。感染していない居住者のベッドは、少なく

とも6フィート離す必要があります。バスルームを共有する場合は、使用するたびに上記の 

ように洗浄し消毒してください。 

 

2. 大勢のグループで食事を提供しないでください。皆が密接な距離で食事をしないように、食事

の時間をずらすことを検討してください。調理器具、調味料、その他の食事用品の共有は避け

てください。食事提供者は、居住者との密接または長期の接触を避けてください。 

 

3. 介護者が複数の居住者の世話をするときは、部屋から部屋への感染リスクを回避する必要が 

あります。入室時と退室時には、各部屋の中の表面を清掃し、各部屋ごとに手洗いと清潔な 

手袋の着用を行うようにしてください。 

 

4. 施設内への感染を防ぐために、外部からの訪問者による認定集団施設への入館は、現在禁止さ

れていることを、家族や友人の方に知らせてください。この制限が実施されている間は、電話

またはインターネットでの訪問を手配することが可能かもしれません。 

 

信頼できる情報の入手先を把握する 

 

COVID-19感染を防ぐ手段や、病気にかかった際ご自身でできる体調管理などの正しい情報の入手

先を把握することが非常に重要です。集合住宅施設の安全管理に関する完全なガイドラインやそ

の他のガイドラインとファクトシートに関しては、公衆衛生局のコロナウイルスウェブサイトを

参照してください 公衆衛生局コロナウイルスウエブサイト。病気や予防に必要な隔離が心配で

気分が優れない場合は、ロサンゼルス郡精神衛生局（DMH）から支援を受けることができます。

DMHヘルプラインは (800) 854-7771からアクセスできます。 

 

ご質問・ご相談等は、24時間利用できるロサンゼルス郡の情報ライン2-1-1にお電話ください。 
 

http://www.publichealth.lacounty.gov/
http://www.publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/GuidanceSocialDistancing.pdf
http://www.publichealth.lacounty.gov/media/Coronavirus/GuidanceSocialDistancing.pdf
http://publichealth.lacounty.gov/media/coronavirus/

